
本成果は、地震予知連絡会 SAR 解析ワーキンググループの活動を通して得られたものです。 

2016 年 12 月 28 日茨城県北部の地震(Mj6.3)と 

2011 年 3 月 19 日（Mj6.1）の地震の干渉画像の比較 
 

2016 年 12 月 28 日に発生した茨城県北部の地震(Mj6.3)に伴う地殻変動は、2011 年 3 月 19

日に発生した地震（Mj6.1）で観測された地殻変動とほぼ同じ領域に観測された．特に，変

位の不連続の位置は同じ場所に見られる。地表付近では、ほぼ同じ位置で滑りが生じた

ことが示唆される。 

 

図４ 干渉画像の比較。（左）2011 年 3月 19日(Mj6.1)の地震時の地殻変動を示す干渉

画像。（右）2016 年 12月 28日(Mj6.3)の地震時の地殻変動を示す干渉画像。両画

像の範囲は同じである。電波照射方向は、両画像ともほぼ同じである。変位の不連

続の位置がほとんど同じ位置にあることがわかる。 
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